
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例年であれば、朝は「運動会の歌」の大合唱、１時間目から６時間目まで休みなくどこかの学年の競

技練習、休み時間や放課後には高学年が係活動の準備と練習、学校中が運動会に向けた大きなうねりの

中にある５月ですが、今年は、まるで息をひそめたような毎日が淡々と流れています。 

 新年度がスタートして約１か月。途中に実質２日間の臨時休業をはさみながらも教育活動が行われて

いますが、全校が一度に集う機会は一度もなく、１年生を迎える会は校庭で１年生と６年生だけが参加

する形で行い、児童総会は事前に提出された質問書に対して会長や委員長が放送で回答する形に変更し

ました。様々な活動が制約を受ける中、子供たちは、４月に転任してきた先生方から「児童数が６００

名以上の学校とは思えない。」と驚かれるほど落ち着いた生活ぶりで日々過ごしています。 

 しかし、スクールカウンセラーの先生は、先日６年生全員と面談した印象を「今はどの児童もコロナ

関連でのストレスが高く、以前とは違う生活に違和感を持っているようでした。…見えないストレスと

闘っている子たちが多い印象を受けました。」と語ってくれました。落ち着いて生活しているからよし

とするのではなく、一人一人の小さな行動や変化に目を向け、気持ちに寄り添った指導・支援が必要だ

と痛感させられました。 

 学校としての保護者面談は中止せざるを得ませんでしたが、個別の面談については配慮しながら行え

ば問題はないと考えています。学校と保護者が適切にコミュニケーションを図ることが子供たちにとっ

て一番の安心・安全につながると考えます。気になることがあれば遠慮なく担任までご連絡ください。  
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写 真 で

見る 

入学から 1 か月、１年生は自分たちで

掃除ができるように現在修行中！ 

（株）信幸プロテック

様、（株）ＵＤトラック

ス様よりそれぞれ３００

枚のマスクをいただきま

した。 

（株）シリウス様より 5 年生

に「防災を学ぶ世界地図」を

いただきました。 



 

 

 


